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平成™™年˜™月™™日 水曜日 (号外第™�˜号)官 報
〇
総
務
省
令
第
百
十
一
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
火
器
の
技
術
上

の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を「（
表
示
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
十
七
号
中
ハ
を
チ
に
改
め
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ハ

標
準
的
な
使
用
条
件
の
下
で
使
用
し
た
場
合
に
安
全
上
支
障
が
な
く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
標
準
的
な
期

間
又
は
期
限
と
し
て
設
計
上
設
定
さ
れ
る
期
間
又
は
期
限

ニ

使
用
時
の
安
全
な
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

ホ

維
持
管
理
上
の
適
切
な
設
置
場
所
に
関
す
る
事
項

ヘ

点
検
に
関
す
る
事
項

ト

廃
棄
時
の
連
絡
先
及
び
安
全
な
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

第
三
十
八
条
第
一
項
中
第
十
七
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

住
宅
用
消
火
器
で
な
い
旨

三

加
圧
式
の
消
火
器
又
は
蓄
圧
式
の
消
火
器
の
区
別

第
三
十
八
条
第
四
項
中
「
円
形
の
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

Ａ
火
災
（
電
気
火
災
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
応
す
る
消
火
器
に
あ
つ
て
は
「
普
通
火
災

用
」
と
、
Ｂ
火
災
（
電
気
火
災
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）に
適
応
す
る
消
火
器
に
あ
つ
て
は
「
油
火
災
用
」
と
、
電

気
火
災
に
適
応
す
る
消
火
器
に
あ
つ
て
は
「
電
気
火
災
用
」
と
そ
れ
ぞ
れ
明
瞭
に
表
示
し
、
併
せ
て
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
適
応
す
る
火
災
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
欄
に
掲
げ
る
絵
表
示
を
、
下
欄
に
掲
げ
る
絵
表
示

の
色
で
表
示
す
る
こ
と
。
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